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【はじめに】
　2019年 4 月に施行された働き方改革法により、労働
時間の上限が規制され、有給休暇を年間 5 日以上取得
させることなどが事業主に義務付けられた。また、労
働基準監督署からも長時間労働への対策を実施するよ
う指導があり、これらに対応するために、まずは職員
の正確な労働時間の把握が必須と考えられた。
　2017年当時、当院では労務管理を全て紙媒体で行っ
ていた。具体的には、出勤時に紙の出勤簿に印鑑を押
し、時間外労働をした場合は時間外勤務命令簿、休暇
を取る場合は休暇届にそれぞれ手書きで記入し、所属
長の承認印を得るという仕組みである。しかしこれで
は職員の実際の出退勤時間を把握することは不可能で
あり、また、紙媒体の印刷や手書きされた時間のチェッ
ク、使用済み用紙の整理・保管など、管理する側の人
事課職員の負担も大きい状況であった。そのため、全
職員の労働時間を一元的に管理することのできるシス
テムの導入を検討した。

【方　　法】
　就業管理システムをテック情報㈱と共同開発し、
パート職員を含む全職員1,114人を対象に新規導入し
た。このシステムでは、職員は出勤・退勤の際に名札
のバーコードか手のひらの静脈認証で打刻を行う（図
1 ）。時間外労働をした場合は電子カルテ端末から個

人のページにログインし、時間外勤務申請を行い、こ
れを所属長が電子的に承認する。休暇も同様である。
なお、申請された勤務時間と出勤・退勤打刻の時間に
30分以上の乖離があった場合、打刻時に乖離理由を選
択する画面が現れる（図 2 ）。毎月のシステム運用の
流れは以下のとおりである。
1 ．前月末まで
　人事課が翌月の人事異動を人事・給与システム上で
発令確定し、就業管理システムに取り込む。所属長は
就業管理システム上で勤務表を作成し、確定する（図
3 ）。なお、看護部の勤務表のみ、別のシステムで作
成したものを就業管理システムに取り込む。
2 ．1日から月末
　職員は個々に打刻や時間外・休暇申請を行い、随時
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図 1 　就業管理システムへのアクセス
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自分の申請に誤りがないか、エラーチェックを行う。
職員からの申請に対して、所属長は承認や差戻を行う。
また、勤務計画が変更になった場合、随時修正を行う

（図 4 ）。
3 ．翌月初
　人事課でエラーチェックを行い、訂正が必要な場合
は個別に連絡する。職員はエラーを修正し、所属長は
承認が全て完了した時点で、前月の勤務実績を確定す
る。その後人事課が締め処理を行い、各種手当を人事
給与システムに連携させる（図 5 ）。
　このシステムの特徴は、労働時間の把握だけでなく、
個々の職員が入力した勤務実績を元に各種手当を自動
計算し、既存の人事給与システムに連携させることが
できる点にある。システムの導入にあたっては2017年
10月頃よりテック情報㈱と打合せを開始して職種ごと
の勤務時間や手当の洗い出しを行い、同12月に試験運
用、2018年 1 月に本稼働とした。職員へは操作説明会
の開催や、使用マニュアルを作成しイントラネットに
掲載することにより周知を図った。

【結　　果】
　本稼働から11カ月が経過した2018年11月時点で、ほ
ぼ全ての職員が日々出退勤打刻を行っていた。紙の出
勤簿時代には医師の押印率が最も低く、全く印鑑を
押していない職員が52.3％を占めたが、システム導入
後は打刻漏れがある医師が7.2％と、大幅に減少した。
これにより、職員の出勤状況や実際の病院滞在時間を、
所属長や人事課がほぼリアルタイムで把握できている
と言えるようになった。
　給与計算時の人事課での処理においても、矛盾のあ
る申請には自動でエラーがかかるため、チェックの手
間が軽減された。システム導入前は手書きの時間外勤
務命令簿のデータ入力及び計算を外部業者に依頼して
いたため月約30万円の費用が発生していたが、自動計
算になったことによりその費用を削減することができ
た。完全にペーパーレス化したため、用紙の印刷や整
理といった手間もなくなり、人事課職員が給与計算に
費やした時間外時間数は、2017年と2018年を比較する
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と、システムが軌道に乗ってきた2018年 6 月以降で概
ね2017年を下回った（図 6 ）。

※毎月１日～１０日の、１人あたり平均時間外時間数を算出
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【考　　察】
　就業管理システムの導入によって職員の正確な勤務
時間が把握できるようになると同時に浮き彫りになっ
たのが、時間外勤務として申請されていない病院滞在
時間の存在である。職員の退勤時の乖離理由では（図
7 ）のように「自己学習・研鑽・学会準備」が42.3％
を占めているが、その内容まで見ていくと、場合によっ
ては労働時間と評価すべきものもあり、これまで自己
申告によって認識してきた時間外勤務は氷山の一角で
あるということが判明した。今後は時間外勤務とそう
でないものを病院として明確に線引きし、その上で時
間外勤務を減らしていくことが課題であると考える。
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